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【
目
黒
・
書
記
・
堀
田
祐
子
通

信
員
】
4
月
5
日
、
品
川
区
の
ス

ク
エ
ア
荏
原
に
て
目
黒
支
部
第
63

回
定
期
大
会
を
開
催
し
代
議
員
33

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

佐
藤
忍
執
行
委
員
長
よ
り
代
議

員
へ
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と
最
低

限
の
確
認
を
も
っ
て
1
年
間
の
組

合
活
動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
仲

間
の
団
結
で
こ
の
状
況
を
乗
り
越

え
よ
う
と
挨
拶
。
本
部
佐
藤
豊
副

委
員
長
か
ら
本
部
大
会
も
動
画
配

信
で
し
た
が
、
組
合
員
の
命
と
く

ら
し
を
守
る
た
め
諸
要
求
運
動
の

方
針
確
立
の
た
め
役
員
の
皆
さ
ん

先
頭
に
奮
闘
お
願
い
し
ま
す
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

千
葉
一
郎
書
記
長
よ
り
重
点
課

題
の
組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
拡
散
防
止
に
努
め
つ

つ
、
電
話
大
作
戦
が
提
起
さ
れ
、

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
佐
藤
忍
。
副
委
員
長
・
岩
城
道

昭
、
君
塚
広
一
、
佐
藤
豊
、
佐
藤

義
光
、
室
井
正
則
。
書
記
長
・
千

葉
一
郎
。
書
記
次
長
・
日
下
解
人
、

山
本
雅
人
。

この状況を乗り切る決意を込めて団結ガンバロー

【
世
田
谷
・
書
記
・
近
藤
日
登

美
通
信
員
】
「
社
会
基
盤
を
支
え

る
私
た
ち
建
設
労
働
者
の
『
社
会

的
地
位
の
向
上
』
を
め
ざ
し
、
地

域
か
ら
社
会
保
障
制
度
改
善
、
産

業
民
主
化
を
推
進
し
、
組
織
実
増

を
勝
ち
取
ろ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
4
月
19
日
、
世
田
谷
支
部

事
務
所
内
に
て
第
62
回
支
部
定
期

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
の
総
括
及
び
今
年
度
の

方
針
、
昨
年
度
決
算
と
今
年
度
予

算
案
に
つ
い
て
提
案
し
、
出
席
執

行
委
員
・
代
議
員
の
10
人
、
事
前

に
回
収
し
て
い
た
委
任
状
1
0
2

人
分
の
承
認
か
ら
満
場
一
致
で
採

択
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
会
表
彰
、
分
会
並

び
に
個
人
表
彰
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
、
選
挙
公

報
か
ら
新
年
度
の
役
員
を
選
出
し

ま
し
た
。
最
後
に
佐
久
間
委
員
長

よ
り
、
今
年
度
に
向
け
た
挨
拶
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し

た
。新

し
い
支
部
4
役
の
体
制
は
以

下
の
通
り
で
す
。
委
員
長
・
佐
久

間
法
博
。
副
委
員
長
・
秋
元
正
眞
、

植
松
和
文
、
佐
藤
正
、
島
田
俊
雄
。

書
記
長
・
服
部
達
朗
。
書
記
次
長

・
勝
呂
高
也
、
山
﨑
修
、
兒
玉
奈

輔
。

【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之
通

信
員
】
4
月
5
日
、
杉
並
支
部
は

16
人
の
役
員
・
代
議
員
（
委
任
状

提
出
者
50
人
）
が
参
加
し
支
部
会

館
で
第
71
回
定
期
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

3
月
18
日
に
杉
並
区
公
契
約
条

例
が
区
議
会
で
承
認
さ
れ
た
も
と

で
の
大
会
で
あ
り
、
区
議
会
各
会

派
や
杉
並
区
建
設
業
協
会
は
じ

め
、
大
勢
の
来
賓
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
多

く
は
公
契
約
条
例
の
制
定
に
あ
た

っ
て
の
杉
並
支
部
の
努
力
に
言
及

し
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
公
契
約
審
議
会
へ
の

参
画
等
で
条
例
の
実
効
性
確
保
を

め
ざ
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、大
会
に
は「
新
型
コ
ロ
ナ

被
害
で
の
自
宅
療
養
は
共
済
の
対

象
に
な
る
か
」「
一
泊
大
会
の
代
替

は
な
い
か
」「
テ
レ
ワ
ー
ク
や
会
議

の
体
制
は
今
後
ど
う
な
る
か
」
な

ど
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
大
戸
龍
雄
。
副
委
員
長
・
松
原

秀
夫
、
浅
田
正
昭
、
水
尾
安
男
、

鎗
田
登
美
雄
、
吉
田
康
典
。
書
記

長
・
縫
村
信
秋
。
書
記
次
長
・
腰

塚
智
彦
、
藤
澤
拡
海
。

コロナに負けずにガンバロー

【
渋
谷
・
タ
イ
ル
・
加
藤
和
春

記
】
渋
谷
支
部
定
期
大
会
は
、
緊

急
事
態
宣
言
を
受
け
、
代
議
員
よ

り
委
任
状
提
出
を

さ
れ
た
上
で
4
月

19
日
に
支
部
会
館

に
お
い
て
、
4
役

8
人
（
う
ち
2
人

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
参
加
）
で
開
催
。
主
に

次
の
3
点
を
目
指
し
て
2
0
2
0

年
度
も
奮
闘
す
る
こ
と
を
決
議
し

ま
し
た
。

ま
ず
、
今
年
度
も
1
月
現
勢
1

％
実
増
の
3
0
8
1
人
を
目
指
し

て
組
織
拡
大
を
進
め
ま
す
。

次
に
、
住
宅
デ
ー
や
毎
月
の
取

り
組
み
で
築
か
れ
た
繋
が
り
を
糧

に
組
織
強
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

役
員
定
数
の
欠
員
解
消
に
向
け
力

を
入
れ
ま
す
。

最
後
に
、
渋

谷
区
公
契
約
条

例
で
は
、
現
場

従
事
者
の
低
賃

金
を
改
善
し
、

豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
、
渋
谷
区
で
も
関
係
者
団
体
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
取
り
組
み

を
通
し
て
周
知
や
理
解
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。

大
会
最
後
は
、
「
コ
ロ
ナ
に
負

け
ず
自
分
た
ち
の
要
求
を
実
現
す

る
た
め
に
団
結
し
て
ガ
ン
バ
ロ

ー
」
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

新
4
役
は
以
下
の
通
り
。
委
員

長
・
伊
藤
勝
伸
。副
委
員
長
・
小
倉

常
良
、
小
島
真
一
、
白
須
美
登
里
、

佐
藤
知
子
。
書
記
長
・
加
藤
和
春
。

書
記
次
長
・
田
中
徹
、
高
木
夏
子
。

あいさつする佐久間委員長

【
新
宿
・

書
記
・
角
谷

美
樹
記
】
4

月
19
日
に
支

部
会
館
で
、

10
人
の
参
加

で
第
65
回
定

期
大
会
を
開

催
し
ま
し

た
。
緊
急
事

態
宣
言
下
の

た
め
、
分
会

代
議
員
の
み

な
さ
ん
に
は

基
本
的
に
委

任
状
を
ご
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
追
加
で
「
ご
意
見
お

よ
び
承
認
の
是
非
集
約
票
」
の
提

出
を
お
願
い
し
、
連
絡
の
な
い
代

議
員
へ
、
当
日
、
参
加
し
て
い
る

4
役
・
常
任
か
ら
電
話
か
け
行
動

を
行
な
い
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態

宣
言
に
よ
っ
て
、
仕
事
が
大
幅
に

減
っ
て
し
ま
い
、
保
留
・
中
止
等

こ
の
先
が
見
え
な
い
状
態
で
、
こ

の
ま
ま
だ
と
建
設
業
廃
業
に
な
る

可
能
性
大
で
す
。
国
に
対
し
て
助

成
対
策
等
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」と
い
う
も
の
で
し
た
。
当
日
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
緊
急
会
議
を
開

き
、
行
政
や
業
界
へ
の
要
求
運
動

に
取
り
組
む
こ
と
と
、
組
合
員
の

相
談
対
応
に
全
力
を
あ
げ
る
こ

と
、
一
助
と
し
て「
新
宿
支
部（
独

自
）
緊
急
生
活
資
金
貸
付
」
制
度

の
創
設
と
運
用
開
始
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
伊
藤
賢
司
。
副
委
員
長
・
関
口

弘
、
佐
藤
芳
則
、
粂
明
、
隅
田
祐

太
郎
。
書
記
長
・
半
澤
信
司
。
書

記
次
長
・
角
谷
美
樹
。

【
中
野
・
書
記
・
上
山
将
之
通

信
員
】
4
月
6
日
、
中
野
支
部
は

第
66
回
定
期
大
会
を
、
当
初
の
け

ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
（
東
京
土
建

本
部
会
館
）
か
ら
中
野
支
部
会
館

に
会
場
を
変
更
し
て
開
催
し
ま
し

た
。時

間
を
短
縮
し
て

議
事
を
す
す
め
る

中
、
「
2
0
2
1
年

度
ス
タ
ー
ト
の
公
契

約
条
例
の
準
備
、
年

収
7
2
0
万
円
の
要

求
賃
金
と
週
休
2
日

制
の
実
現
」
（
賃
金

対
策
）
、
「
耐
震
改

修
助
成
制
度
な
ど
の
（
改
正
含
）

法
令
周
知
、
住
宅
デ
ー
成
功
と
、

ま
ち
の
救
助
隊
の
拡
大
強
化
」（
仕

事
対
策
）
、
「
建
設
国
保
の
育
成

強
化
、
組
合
員
と
家
族
の
健
康
を

守
る
、
健
康
診
断
と
個
別
健
康
サ

ポ
ー
ト
の
推
進
」
（
社
会
保
障
対

策
）
、
「
年
間
13
％
目
標
の
組
織

拡
大
、
分
会
と
群
の
活
性
化
、
役

員
の
掘
り
起
こ
し
」
（
組
織
）
な

ど
専
門
部
ご
と
の
重
点
課
題
な
ど

も
確
認
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
阿
部
秀
晴
。
副
委
員
長

・
深
石
武
史
、
鈴
木
利
之
、
藤
野

雅
人
、
石
田
憲
一
。
書
記
長
・
山

口
君
彦
。
書
記
次
長
・
前
川
進
、

髙
橋
惠
喜
、
菊
池
亮
、
恩
田
一
馬
。

阿部委員長のあいさつ

コ
ロ
ナ
禍
の
拡
大
で
は

西部ブロック西部ブロック
目黒、渋谷、世田谷、新宿、中野、杉並

目黒

電
話
大
作
戦
を
提
起

組
織
現
勢
１
％
実
増
な
ど

渋谷

３
つ
の
目
標
を
決
議

当日緊急で会議開催
独自貸付制度創設を議論

社
会
的
地
位
向
上
め
ざ
し

世田谷

実
増
を
勝
ち
と
ろ
う

新
宿

公
契
約
承
認
直
後
の
大
会

杉並

目
標
は
実
効
性
確
保

週
休
２
日
制
実
現
な
ど

中野

専
門
部
ご
と
の
課
題
確
認


